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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年５月期第３四半期 21,217 △32.7 730 △87.8 639 △90.5 281 △94.0

2024年５月期第３四半期 31,521 24.7 5,990 75.8 6,723 87.0 4,657 83.9

（注）包括利益 2025年５月期第３四半期 121百万円（△97.7％） 2024年５月期第３四半期 5,356百万円（117.8％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年５月期第３四半期 7.10 －

2024年５月期第３四半期 140.46 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年５月期第３四半期 60,842 56,774 93.3 1,380.23

2024年５月期 54,397 47,257 86.6 1,419.11

（参考）自己資本 2025年５月期第３四半期 56,774百万円 2024年５月期 47,086百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年５月期 － 27.00 － 27.00 54.00

2025年５月期 － 27.00 －

2025年５月期（予想） 28.00 55.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 29,174 △29.6 1,245 △82.0 1,278 △83.7 751 △85.5 18.76

１．2025年５月期第３四半期の連結業績（2024年５月21日～2025年２月20日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年５月期の連結業績予想（2024年５月21日～2025年５月20日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年５月期３Ｑ 41,186,100株 2024年５月期 35,712,000株

②  期末自己株式数 2025年５月期３Ｑ 51,834株 2024年５月期 2,531,838株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年５月期３Ｑ 39,663,633株 2024年５月期３Ｑ 33,161,384株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）当社は、2024年４月30日開催の取締役会において、LITE-ON TECHNOLOGY CORPORATIONと資本業務提携契約を

締結することを決議するとともに、同社を割当予定先とする第三者割当による新株式発行及び自己株式の処

分を行うことについて決議し、2024年７月11日に同社からの払込みが完了しております。そのため、新株式

発行により5,474,100株期末発行済株式数（自己株式を含む）が増加し、自己株式の処分により2,476,900株

期末自己株式数が減少しております。

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、インフレの落ち着きによる実質所得の改善などを背景に底堅い

成長を維持しております。米国では、所得環境の安定や堅調な内需により高成長が継続しました。欧州では、イン

フレ圧力の低下により景気に持ち直しの動きが見られましたが、政治不安などを背景に一部の地域では足踏み状態

が続きました。中国では、米国の新政権による関税引き上げを懸念した駆け込み輸出の拡大が成長を後押しする一

方、不動産市場の構造的な問題を背景に内需の停滞が継続しました。わが国においては、個人消費の持ち直しが継

続し、緩やかな景気回復が続いております。

エレクトロニクス業界におきましては、ＡＩの活用をテーマとした新たな投資による社会のデジタル化推進を背

景に、サーバーやデータセンター向けの半導体において需要増加が継続していますが、産業機器市場では中国経済

の停滞の影響もあり、設備投資が低調に推移しました。また、自動車市場においては電気自動車需要の停滞が続い

ており、部品や設備投資需要の低迷につながっております。

このような状況の中、当社グループでは顧客訪問営業による拡販活動を更に活発化させ、営業部門及び開発部門

間の連携を図りながら、新製品を軸に重点顧客への提案活動に注力してまいりました。

また、LITE-ON TECHNOLOGY CORPORATION（LITEON）との連携活動を推進し、当第３四半期連結会計期間から北米

販売事業においてLITEON製品の受注及び販売（クロスセル）を開始しました。他の地域セグメントにおいても同様

に、LITEON製品のクロスセル開始に向けた取り組みを推し進めております。

新製品につきましては、ＦＡ制御機器、計測機器、半導体製造装置といった幅広い分野で利用可能なユニット型

シングル出力ＡＣ－ＤＣ電源「ＰＤＡシリーズ」に、新規２モデルを市場投入いたしました。

海外市場向けには、医療用電気機器規格に対応したＡＣ－ＤＣ電源「ＵＭＰＳ６０Ｆ」を市場投入いたしまし

た。

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、受注高は132億32百万円（前年同期比15.9％

減）、売上高は212億17百万円（同32.7％減）となりました。利益面においては、売上高の大幅な減少による収益

力の低下に加え、基幹システムの入れ替えに伴う一時的な機会損失の発生等の影響もあり、営業利益は７億30百万

円（同87.8％減）となりました。また、為替による影響等で経常利益は６億39百万円（同90.5％減）となり、前年

同期に比べ法人税等負担は減少したものの親会社株主に帰属する四半期純利益は２億81百万円（同94.0％減）とな

りました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①日本生産販売事業

日本国内では、ＡＩ活用といった社会のデジタル化推進等により、一部半導体製造装置関連で需要回復がみら

れましたが、全体的には過年度の先行手配による受注急増の反動と、それに伴う顧客での在庫過多の影響によ

り、前連結会計年度から顧客での発注調整が継続しております。発注調整により新規受注が減少し、その結果、

売上高が減少しました。

営業活動につきましては、販売店との情報共有強化を図り、新製品拡販を中心に訪問営業による拡販活動を増

やしております。

この結果、外部顧客への売上高は135億52百万円（前年同期比31.1％減）、セグメント利益は６億74百万円

（同84.3％減）となりました。

②北米販売事業

米国では、前連結会計年度の増産対応に伴う出荷により、顧客での在庫過多が継続しております。また、米国

新政権発足後の先行きの不透明感による静観姿勢から、需要の調整局面が継続しました。顧客での発注調整によ

り新規受注が減少し、その結果、売上高は大幅に減少しました。

営業活動につきましては、ファクトリーレップとの連携を図りつつ、新製品の動画を用いたプロモーション強

化等、拡販活動に注力してまいりました。また、LITEON製品のクロスセル推進にも注力し、当第３四半期連結会

計期間には受注、売上ともに成果が出てきました。

この結果、外部顧客への売上高は11億11百万円（前年同期比63.5％減）、セグメント利益は46百万円（同

91.3％減）となりました。

③ヨーロッパ生産販売事業

ヨーロッパにおいては、景気の不透明感による先行手配需要の調整から、受注は低調に推移しました。売上高

につきましては、当第３四半期連結会計期間から緩やかに回復しておりますが、顧客での発注調整により新規受

注が減少したことに加え、出荷納品時期の先送り要請があったことで、売上高が減少しました。

営業活動につきましては、テレワークでの拡販活動に加え、訪問営業による拡販活動を増やしております。

この結果、外部顧客への売上高は45億12百万円（前年同期比23.3％減）、セグメント損失は３億65百万円（前

年同期はセグメント利益２億45百万円）となりました。
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当第３四半期連結累計期間

（自　2024年５月21日

至　2025年２月20日）

当第３四半期連結会計期間末

（2025年２月20日）

受注高（百万円） 対前年同期増減率 受注残高（百万円） 対前年同期増減率

コーセル製品 (※１)

　ユニット電源 6,429 △22.6％ 4,135 △65.2％

　オンボード電源 2,771 △23.3％ 1,751 △73.8％

　ノイズフィルタ 613 0.3％ 221 △54.3％

ＰＲＢＸ製品 (※２) 3,418 7.2％ 3,879 △8.6％

合計 13,232 △15.9％ 9,987 △57.1％

当第３四半期連結累計期間

（自　2024年５月21日

至　2025年２月20日）

売上高（百万円） 対前年同期増減率

コーセル製品 (※１)

　ユニット電源 11,171 △33.8％

　オンボード電源 5,781 △34.7％

　ノイズフィルタ 795 △37.1％

ＰＲＢＸ製品 (※２) 3,469 △23.4％

合計 21,217 △32.7％

④アジア販売事業

アジアにおいては、中国経済の停滞により需要の調整局面が継続しておりますが、一部半導体製造装置関連の

需要増加もあり、受注は徐々に回復してきております。売上高につきましては、顧客での在庫過多の影響が継続

しているものの、当第３四半期連結会計期間から緩やかに回復しております。

営業活動につきましては、前期から引き続き、新規開拓、新製品拡販のためのウェブマーケティングに注力し

ております。

この結果、外部顧客への売上高は20億41百万円（前年同期比29.8％減）、セグメント利益は69百万円（同

61.1％減）となりました。

⑤中国生産事業

中国生産事業におきましては、過年度の受注急増の反動による顧客での発注調整のため、生産台数の調整を継

続しております。生産活動につきましては、生産力の増強に向け、新製品ラインの整備および各生産ラインの生

産性向上活動を推進いたしました。また、当第３四半期連結会計期間から新製品「ＰＤＡ１００Ｆ／１５０Ｆ」

２モデルの生産および出荷を開始いたしました。

この結果、セグメント間の内部売上高は13億92百万円（前年同期比49.5％減）、セグメント利益は74百万円

（同88.7％減）となりました。

なお、参考までに記載すると製品別の業績は、次のとおりであります。

１）受注高及び受注残高

２）売上高

(※１) 当第３四半期連結累計期間から、LITE-ON TECHNOLOGY CORPORATIONとのクロスセルによる実績を含め

て記載しております。

(※２) ＰＲＢＸ製品：Powerbox International ABが開発、製造、販売する製品群
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（２）当四半期の財政状態の概況

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は480億21百万円となり、前連結会計年度末に比べ68億60百万

円増加いたしました。これは主に、現金及び預金が101億55百万円、有価証券が２億円、棚卸資産が２億29百万

円、その他が７億60百万円増加した一方で、受取手形及び売掛金が35億65百万円、電子記録債権が９億21百万円

減少したことによるものであります。

固定資産は128億21百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億14百万円減少いたしました。これは主に、有

形固定資産が66百万円、投資有価証券等の投資その他の資産合計が３億２百万円減少したことによるものであり

ます。

この結果、資産合計は608億42百万円となり、前連結会計年度末に比べ64億45百万円増加いたしました。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は28億35百万円となり、前連結会計年度末に比べ31億72百万円

減少いたしました。これは主に、買掛金が５億52百万円、未払金が６億73百万円、未払法人税等が13億16百万

円、賞与引当金が３億73百万円、その他が２億27百万円減少したことによるものであります。

固定負債は12億32百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億円増加いたしました。

この結果、負債合計は40億67百万円となり、前連結会計年度末に比べ30億71百万円減少いたしました。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は567億74百万円となり、前連結会計年度末に比べ95億17百

万円増加いたしました。これは、株主資本が98億71百万円増加した一方で、その他の包括利益累計額合計が１億

82百万円、非支配株主持分が１億70百万円減少したことによるものであります。株主資本の増加は、親会社株主

に帰属する四半期純利益２億81百万円の計上、剰余金の配当20億６百万円があったことに加え、第三者割当によ

る新株式の発行及び自己株式の処分等により資本金が39億87百万円増加、資本剰余金が48億70百万円増加、自己

株式が27億38百万円減少したこと等によるものであります。その他の包括利益累計額合計の減少は、主に為替換

算調整勘定が１億55百万円減少したこと等によるものであります。また、非支配株主持分の減少は、連結子会社

である上海科素商貿有限公司の完全子会社化によるものであります。

この結果、自己資本比率は93.3％（前連結会計年度末は86.6％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想については、2024年12月20日の「2025年５月期 第２四半期（中間期）決算短信」で公表いたしま

した通期の連結業績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年５月20日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年２月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 16,909,879 27,065,328

受取手形及び売掛金 9,785,666 6,220,018

電子記録債権 2,422,864 1,500,906

有価証券 － 200,000

商品及び製品 3,045,102 3,231,066

仕掛品 765,610 711,754

原材料及び貯蔵品 7,722,844 7,819,818

その他 515,961 1,276,549

貸倒引当金 △6,553 △3,695

流動資産合計 41,161,376 48,021,746

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 7,645,196 7,658,378

減価償却累計額 △3,878,075 △4,047,878

建物及び構築物（純額） 3,767,121 3,610,500

機械装置及び運搬具 8,242,277 7,989,956

減価償却累計額 △6,709,706 △6,462,951

機械装置及び運搬具（純額） 1,532,570 1,527,005

工具、器具及び備品 6,798,769 6,882,957

減価償却累計額 △6,068,093 △6,158,635

工具、器具及び備品（純額） 730,676 724,321

土地 1,220,328 1,276,671

リース資産 611,700 619,298

減価償却累計額 △306,950 △335,819

リース資産（純額） 304,749 283,478

建設仮勘定 10,984 77,551

有形固定資産合計 7,566,429 7,499,527

無形固定資産

ソフトウエア 25,579 22,192

ソフトウエア仮勘定 302,191 414,523

技術資産 293,203 234,223

顧客関連資産 751,661 671,294

のれん 63,655 48,254

その他 5,337 5,454

無形固定資産合計 1,441,628 1,395,943

投資その他の資産

投資有価証券 3,741,258 3,485,842

退職給付に係る資産 167,601 169,643

繰延税金資産 85,621 63,825

その他 233,166 206,222

投資その他の資産合計 4,227,647 3,925,533

固定資産合計 13,235,705 12,821,004

資産合計 54,397,081 60,842,751

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年５月20日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年２月20日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,776,682 1,224,066

未払金 1,092,414 418,779

リース債務 104,657 119,988

未払法人税等 1,453,601 136,656

賞与引当金 468,511 94,763

製品保証引当金 155,000 112,000

その他 957,254 729,473

流動負債合計 6,008,122 2,835,727

固定負債

繰延税金負債 462,347 659,766

退職給付に係る負債 245,934 246,595

リース債務 220,423 178,570

その他 202,843 147,170

固定負債合計 1,131,549 1,232,102

負債合計 7,139,671 4,067,830

純資産の部

株主資本

資本金 2,055,000 6,042,881

資本剰余金 2,287,728 7,157,955

利益剰余金 42,996,740 41,271,911

自己株式 △2,795,411 △57,248

株主資本合計 44,544,057 54,415,499

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 662,345 629,514

為替換算調整勘定 1,887,354 1,731,737

退職給付に係る調整累計額 △7,321 △1,830

その他の包括利益累計額合計 2,542,377 2,359,421

非支配株主持分 170,974 －

純資産合計 47,257,410 56,774,920

負債純資産合計 54,397,081 60,842,751
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年５月21日
　至　2024年２月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年５月21日

　至　2025年２月20日)

売上高 31,521,702 21,217,347

売上原価 20,717,493 15,501,460

売上総利益 10,804,208 5,715,887

販売費及び一般管理費 4,813,267 4,985,695

営業利益 5,990,941 730,192

営業外収益

受取利息 54,796 75,151

受取配当金 37,365 46,452

為替差益 423,367 －

受取補償金 204,237 114,598

その他 19,961 9,626

営業外収益合計 739,728 245,829

営業外費用

支払利息 7,384 10,075

為替差損 － 290,931

株式交付費 － 35,454

その他 0 －

営業外費用合計 7,384 336,461

経常利益 6,723,284 639,559

特別利益

固定資産売却益 1,063 6

特別利益合計 1,063 6

特別損失

固定資産売却損 － 24

固定資産除却損 8,066 2,731

投資有価証券評価損 12,462 －

災害による損失 4,281 －

棚卸資産廃棄損 － 2,019

棚卸資産評価損 104,638 －

特別損失合計 129,448 4,774

税金等調整前四半期純利益 6,594,900 634,791

法人税、住民税及び事業税 1,627,535 82,813

法人税等調整額 255,220 250,992

法人税等合計 1,882,756 333,806

四半期純利益 4,712,144 300,985

非支配株主に帰属する四半期純利益 54,456 19,322

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,657,688 281,662

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年５月21日
　至　2024年２月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年５月21日

　至　2025年２月20日)

四半期純利益 4,712,144 300,985

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 114,546 △32,830

為替換算調整勘定 532,328 △151,928

退職給付に係る調整額 △2,789 5,491

その他の包括利益合計 644,085 △179,268

四半期包括利益 5,356,229 121,717

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 5,293,910 98,706

非支配株主に係る四半期包括利益 62,319 23,011

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

当社の四半期連結財務諸表は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国

において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第

４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成しております。

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号　2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2) ただし書きに定める経過的な取扱い

に従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から適用

しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四

半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四半期連結

財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

- 9 -

コーセル株式会社（6905）2025年５月期第３四半期決算短信



（単位：千円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

日本生産

販売事業

北米販売

事業

ヨーロッパ

生産販売事業

アジア販売

事業

中国生産

事業
合計

売上高

外部顧客への

売上高
19,680,640 3,048,779 5,883,462 2,908,819 － 31,521,702 － 31,521,702

セグメント間

の内部売上高
4,633,103 － － － 2,758,459 7,391,563 △7,391,563 －

計 24,313,744 3,048,779 5,883,462 2,908,819 2,758,459 38,913,265 △7,391,563 31,521,702

セグメント利益 4,302,931 534,848 245,067 177,865 657,883 5,918,596 72,344 5,990,941

（単位：千円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

日本生産

販売事業

北米販売

事業

ヨーロッパ

生産販売事業

アジア販売

事業

中国生産

事業
合計

売上高

外部顧客への

売上高
13,552,338 1,111,584 4,512,328 2,041,095 － 21,217,347 － 21,217,347

セグメント間

の内部売上高
2,603,476 － 200 － 1,392,521 3,996,198 △3,996,198 －

計 16,155,814 1,111,584 4,512,529 2,041,095 1,392,521 25,213,545 △3,996,198 21,217,347

セグメント利益

又は損失（△）
674,199 46,498 △365,459 69,126 74,053 498,418 231,773 730,192

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2023年５月21日　至　2024年２月20日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額72,344千円は、セグメント間の取引消去147,145千円、固定資産及び棚卸

資産の未実現損益の消去△74,800千円であります。

２．各報告セグメントのセグメント利益の合計と調整額の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と

一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2024年５月21日　至　2025年２月20日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額231,773千円は、セグメント間の取引消去101,467千円、固

定資産及び棚卸資産の未実現損益の消去130,305千円であります。

２．各報告セグメントのセグメント利益又は損失（△）の合計と調整額の合計は、四半期連結損益計算

書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2024年４月30日開催の取締役会において、LITE-ON TECHNOLOGY CORPORATIONと資本業務提携契約を締結す

ることを決議するとともに、同社を割当予定先とする第三者割当による新株式発行及び自己株式の処分を行うことに

ついて決議し、2024年７月11日に同社からの払込みが完了しました。これにより、新株式5,474,100株の発行及び自

己株式2,476,900株の処分を行いました。

この結果、当第３四半期連結累計期間において資本金が3,987,881千円、資本剰余金が4,861,979千円増加し、自己

株式が2,734,745千円減少しております。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間
（自  2023年５月21日

至  2024年２月20日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2024年５月21日

至  2025年２月20日）

減価償却費 975,856千円 1,091,673千円

のれんの償却額 17,932 12,839

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のと

おりであります。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年３月28日

コーセル株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

北陸事務所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 斉　藤　直　樹

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 渉　　　孝　良

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているコーセル株式会社の2024年５月21日から2025年５月20

日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2024年11月21日から2025年２月20日まで）及び第３四半期連結累計期

間（2024年５月21日から2025年２月20日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連

結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRL データ及び HTML データは期中レビューの対象には含まれていません。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半

期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計

基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成

されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性

が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要

な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又

は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づ

いているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成

基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認めら

れないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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